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安房保健所（1店舗）で店舗への立ち入り調査を行った。   

2）細菌学的調査   

患者便65検体，原因施設の従業員便86検体，同ふきとり36検  

体．同収去食品157検体について，SS，DHL．TCBS，ビ  

ブリオ寒天による直接塗抹培養を行った。同時に患者便，従業員  

便については，1％食塩加アルカリ性ペプトン水（pH8．8），セレ  

ナイトブイヨンを用いて，また原因施設のふきとり．収去食品に  

ついては，食塩ポリミキシン・ブイヨン，ラバポート・ブイヨン  

を用いて増菌培養を行った。なお，検査初日に搬入された患者便  

7検体については，SIB，CIN，MSEY，NGKG，バツ  

ラー寒天平板による直接分離培養を行ったが，疫学調査の進展に  

より腸炎ビブリオ食中毒であることが濃厚となったため，他の検  

体についてはこれらの検査は実施しなかった。   

分離された菌株は，常法により生化学性状試験および血清学的  

試験を行い同定した。なお，「タロrロカde椚0少扉〃∫が検出された場  

合には，KAP－RPLAキット（デンカ生研）を使用してTDH産生  

性について調査した。   

汚染指標細菌については，食品の残品の量が少なく実施不可能  

であったため，「タロrロムde椚0坤c〃∫と同様の生態を有し海産食品  

からしばしば検出される10〉「ロな血伸c〟∫の検出状況について調  

査した。   

3）パルスフィールド・ゲル電気泳動（PFGE）   

満田ら11’に準じて，検出されたV parahaemobMcusのPFGEを  

行った。制限酵素NotIで処理後，CHEF－DRⅢ（Bio Rad）を  

用いてpulse timel～50秒，温度120cで20時間泳動した。  

Ⅲ 結 果  

1）疫学調査   

患者発生期間は平成11年3月16日から3月23日であり（図1），  

喫食者数679名中，木更津保健所および安房保健所管内で323名  

の有症者が発生した。12～28時間で有症者の8割が発症してお  

り．下痢，腹痛，吐き気，嘔吐，発熱（37～39℃）を主徴とし  

ていた。   

原因施設の寿司弁当チェーン店は，セントラルキッチン1店舗  

（以下「S店」という。）が販売店の寿司ネタを加工し，販売店5  

店舗（以下，「A店」，「B店」，「C店」，「D店」および「E店」  

という。）で販売されていた。販売店ごとに購入日別の患者発生  

数を調査したところ，3月20日のB店では患者の発生がなかった  

Ⅰ はじめに  

腸炎ビブリオ（n占rわクβrβ力ロビ椚0少〟甜∫）による食中毒は，ここ   

数年間増加傾向にあり，1998年には事件数・患者数ともに国内   

食中毒事例のトップとなった1）。近年の「クβrα厄emo少J血∫による  

（ 中毒の増加要因として，「押。力。e椚。坤。血清型03‥K6   

による食中毒の増加が指摘されているご）・3）・4’。「クβrβ力αe椚0坤c〟∫   

血清型03：K6は，1994年にインドのカルカッタで分離され   

て以来全世界的に食中毒の原因となっており3）・4），我が国の沿岸環   

境中にも定着していることが報告されている5’－6’。「pβrα力de椚0少／加∫   

の病原因子として耐熱性溶血毒（TDH）および耐熱性溶血毒類似   

溶血毒（TRH）が病原性に関与していると推察されている7〉。し   

かしながら，「クβrd毎e椚0レJ血∫による食中毒の際，患者からは   

TDHまたはTRH陽性株が分離されるが食中毒の推定原因食品か   

らTDHまたはTRH陽性株が分離されるのは非常にまれであるi）。   

また，市販の魚介類や海水などの環境からもTDH陽性株を分離   

することは非常に困難であることも知られている1）8）。著者らは，   

1998年の春から秋にかけて市販魚介類からの㌣クαrα力βe椚0ケJ血∫   

分離を試み，71検体中27検体から「タロ相方αemO少／加∫を検出した   

が，それらは全てTDH陰性株であった9〉。  

「クα′βカβビmOか扉〟∫による食中毒は，その発生が7月から9月  

一■て集中し8月に発生のピークを持つ夏期多発傾向にあるが1）．今   

回我々は，1999年3月に「クβrα力αe椚0坤c〟∫血清型03：K6に   

よる食中毒を経験し，推定原因食品からr pdrα力βe椚0少／血∫血清   

型03：K6を検出したので報告する。  

Ⅱ 材料および方法  

1）疫学調査  

平成11年3月20日．医療機関から木更津保健所へ食中毒症状   

を呈している患者がいる旨の通報があった。患者からの聞き取り   

調査の結果，寿司弁当チェーン6店舗が原因施設であることが疑   

われ それぞれの店舗を管轄する木更津保健所（5店舗）および  

1）木更津保健所  

2）衛生研究所  

＊ 現山武保健所  

＊＊現船橋保健所  

（2000年11月10日受理）  
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図1 日別患者発生状況   

（表1）。聞き取り調査の結果，B店では客からホタテの臭気が  

強い旨の苦情があったことから，3月20日のメニューからホタ  

テを除外していたことが明らかとなった。また，他店舗の従業員  

からもホタテの臭気が特に強かったことをが聴取出来た。   

ホタテの取り扱いについて調査したところ，S店で3月12日  

に冷凍ホタテ50kgを仕入れ 3月14日に8kg，3月15～18日  

に毎日10kg，3月19日に2kgを加工していた。その際に，製造  

マニュアルではホタテを冷蔵庫内で解凍することとなっていたに  

も関わらず．室温で20～22時間かけて行っていた。この時期の  

外気温について調査したところ，3月14～19日にかけて気温が  

高い状態であった（図2）。   

2）細菌学的調査   

患者便37検体，従業員便2検体および食品3検体からr  

一ヽ  

5   10   15   20   25   30（日）  

図2 3月の気温変化   

の血清型は，患者便および従業員便から検出された株の全てと，  

ホタテから検出された1株およびアナゴから検出された1株が0  

3：K6であった。そのうち，患者便および従業員便から検出さ  

れた株の全てと，ホタテから検出された1株がTDH陽性であっ  

た（表3）。なお，「クαrβ加e椚0坤c〟∫以外の食中毒細菌は検出  

グロrα加Je椚0妙c〟虎ミ検出された（表2）。検出された「グロr♂カβe／〃0坤c〟∫ されなかった。  

表2Ilタロrd力βe椚0ケJ血∫検出状況  

検体  S店  A店  B店  C店  D店  E店  計  

食品  2＊／56  0／0   0／20  

ふきとり  0／6   0／6   0／7   

患者便  ND  4／7   3／8  

従業員便  0／8   0／11  0／15  

1＊＊／27   0／27   

0／ 8  0／ 6   

3／8  8／9   

2／18  0／21  

0／27  3／157  

0／3  0／36   

19／33   37／65   

0／13  2／86  
一ヽ   

rpαrα厄e∽0ケ／fc〟∫検出検体数／検体数   

★ホタテ，カズノコ   

★★アナゴ  

表3 検体別㌣タロrβカロe椚0少／血ぶ検出状況  

検体  分離培地  血清型  TDH  

患者便  TCBS，ビブリオ寒天  03：K6  ＋  

従業員便  TCBS，ビブリオ寒天  03：K6  ＋  

ビブリオ寒天  03∴K6   

ビブリオ寒天  02：m  
ホタテ★  

カズノコ★  ビブリオ寒天  02：ⅨUT  

アナゴ★★  TCBS，ビブリオ寒天  03：Ⅹ6  

★S店で3／18に加工  

★★C店で3／19に販売  

－28－  



TDH陽性「勅0クdrdゐde椚0か庇〟∫が推定原因食品から検出された食中毒事例   

Ⅳ 考 察  

疫学調査の結果，ホタテをメニューからはずした3月20日の  

B店での購入者に患者発生が認められなかったこと，  

「クdrd力de∽0少／血∫が検出された従業員2名は苦情があったホタ  

テを試食していたことから，ホタテが推定原因食品として疑わゎ  

た。また，細菌検査によりホタテからTDH陽性「タロr〟力βe椚0少毎〃∫  

が検出され 患者由来株と血清型が一致した。患者由来株のPF  

GEパターンは，ホタテから検出されたTDH陽性Vparahaemo少ticus  

と全く同一パターンを示す株とバンド1～2本の差異が認められ  

る株に大別されたが，PFGEによる細菌のゲノムDNA解析では  

同一の集団発生由来株間ではバンドが2～3本異なる株であって  

も同→クローン由来であることが強く示唆される12）ことから．ホ  

タテ由来TDH陽性「pβrdカαe椚0ケJk〟∫と患者由来株は同一クロー  

ン由来であることが示唆され，今回の食中毒の原因食品がホタテ  

であったことが確認された。   

今回の事例では，原因食品となったホタテを製造マニュアルに  

違反して室温解凍しており，その間の気温が高かったために室温  

解凍中にホタテを汚染していた「タロrd力demO坤c〟∫が増殖したこ  

とが食中毒の誘因として考えられる。また，「d夜毎ゆ血肌が加  

熱食品である卵焼きやボイルエビから検出されていた（表5）こ  

とから，調理行程での交叉汚染が考えられ セントラルキッチン  

であるS店および各販売店において衛生的な食品の取り扱いが出  

来ていなかったことが推察される。   

食品からTDH陽性「クαrd力〟e椚0少／血∫を検出することは非常に  

困難であることが知られているが，その理由については未だ明か  

となっていない。Paceら13）は，食品中に存在するTDH陽性  

「クβ川舟βemO少／fc〟∫はTDH陰性株に比較して培養不可能な状態  

（Viable but Not Culturable）になりやすいと報告しており，ま  

た，寒冷刺激を受けたV parahaemo少ticzJSはTCBSのようなビ  

ブリオ用の選択培地に発育せず非選択性培地のみで発育すること  

が報告されている11ゝ今回の事例では，食品からの「クd相方〟e椚0少J7c〟∫  

検出の際に使用したTCBSとビブリオ寒天のうち選択性の弱い  

ビブリオ寒天からのみTDH陽性「タロrα力de刑0坤c〟∫が検出されて  

おり（表3），使用する培地の検討が必要であると思われる。ま  

た．TDH陽性V parahaemob，ticusの菌量は増菌培養後もTDH陰  

性「クαrd加7emOケ症〟∫よりも少ないため分離培地上に出現した  

「クβrβ力βe椚0少血〟∫のコロニーを数多く検査する必要があ  

り15’16’1丁’1”）・19） 

，今回の事例でも数回にわたり増菌培地から分離培  

地へ接種してTDH陽性「タロrβ力βem叫・〟mL9を検出したが，非常に  

多大な労力を必要としたため，今後，PCRによってTDH産生  

遺伝子であるtdh遺伝子の有無をスクリーニングする方  
法L5）⊥6一皿H）■9） 

や，免疫磁気ビーズによって菌量の少ないTDH陽性  

「タロrd玩7em叫イ血5を集薗する方法槻りを導入する必要があると思  

われる。  
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S店の保存検食からの「dなi〃0ケ血〟∫検出状況は，3月18日の  

検食から多く検出され 食材としてはホタテから多く検出されて  

いた（表4）。また，販売店の保存検食からは，加熱食品である  

ボイルエビやタマゴからも「dな血坤c〟∫が検出された（表5）。   

3）P F GE   

ホタテ由来と患者由来のTDH陽性株（血清型03：K6）の  

PFGEパターンは，パターンが全く一致する株と，250kbpお  

よび390kbp付近のバンド1～2本の差異が認められる株とに大  

別された（図3）。  

表4 S店の保存検食からの「dな血恒／c〟∫検出状況  

加  工  目  

14 日 15日 16 日17日18日19日 20日  

シヤケ  
タコ  
マグロ  
イカ  
カズノコ  
イクラ  
ホタテ貝柱  

′■ アナゴ  
ウナギ  
サバ  

○  

重）  0  

0  0  ㊦  ㊦  
0  0  

（⊃  

㊦直接準抹でl二 ∂ノgJ〃0ル亡ノぐ〟5陽性  

○ 増菌培養で仁 ∂ノg∫月0ルビJ‘c（ノ∫陽性  

表5 販売店の保存検食からのn痩血殖祓Ⅶ検出状況  

B店●  c店  Ⅰ〕店  

17E」■◆18日 18日 19日 20日 18日 19日 20日  

シヤケ  
タコ  
マグロ  
イカ  
イクラ  
ホタテ貝柱  
アナゴ  
ツプガイ  
クマゴ  
甘エビ  

○   ◎  
0  0   

0  

0  

0
0
 
 
0
0
 
 

◎
◎
㊨
◎
○
 
 

0
 
 
0
0
 
C
 
0
 
 

0
 
 
 
◎
〇
 
 
〇
 
 

○   ◎   ○  
◎   0  

0  

ポイ′レエビ  0   0  

◎ 直接塗抹でV〟／g川〃ケJ′〔む一陽性  

○ 増誇培養でIr〟射り八仇M陽性  

■■◆販売店  

■■販売日  

M 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

388kbp→  

2425kbp－◆  

97kbp→  

M：48．5kbpladder  
l～4： 木更津保健所管内患者由来株  
5～7： 安房保健所管内患者由来抹  
8：ホタテ由来TDH陽性株（血清型03：K6）  
9：アナゴ由来TDH陰性株（血清型03：K6）  
10：カズノコ由来TDH陰性株（血清型02：K不明）  
11：ホタテ由来TDH陰性株（血清型02：K不明）  

図3 検出されたV parahaemob）ficILSのPFGEパタpン  
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